
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1 科目 2 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

特殊講義データサイエンスの基礎

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ
を守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

特殊講義データサイエンスの基礎

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールに
なり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

特殊講義データサイエンスの基礎

授業科目

様式１

授業科目

特殊講義データサイエンスの基礎

授業科目

大阪産業大学

教養としての数理・データサイエンス・AI教育プログラム

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

「特殊講義」「データサイエンスの基礎」の２単位を取得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密
接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

講義内容

・ビッグデータ、IoT、AI「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（2回目）
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（2回目）
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（2回目）
・人間の知的活動とAIの関係性「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（1回目）
・データを起点としたものの見方「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目）

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（7回目）
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（3回目）
・1次データ、2次データ、データのメタ化「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（3回目）
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（3回目）
・データのオープン化（オープンデータ）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（3回目、10回目）

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目）
・マーケティング、サービスなど「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目）
・仮説検証、知識発見、判断支援「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目）

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（5回目）
・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、関係性の可視化、地図上の可視化、リアルタイム可視化「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（5回目）
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（5回目）
・AIとビッグデータ「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（2回目）

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、データ解析と推論、課題解決に向けた提案）「特殊講義」「データサ
イエンスの基礎」（5回目、8回目）
・流通、サービス、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目）

授業科目

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

授業に含まれている内容・要素

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

特殊講義データサイエンスの基礎

授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（14回目）
・匿名加工情報、暗号化と復号、ユーザ認証とパスワード「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（4回目、14回目）
・サイバーセキュリティ「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（14回目）

・データの種類（量的変数、質的変数）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（8回目）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（8回目、10回目）
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（10回目）
・データのばらつき（分散、標準偏差）、外れ値「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（10回目）
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（11回目、12回目）
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（8回
目）
・クロス集計表、分割表、散布図行列「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（11回目）

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、箱ひげ図）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（5回目）
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（5回目）
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーションなど）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（5回目）

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（3回目、10回目、11回目）
・データの集計（和、平均）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（6回目）
・データの並び替え「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（6回目）
・データ解析ツール（スプレッドシート）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（6回目）
・表形式のデータ（csv）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（3回目、6回目）

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（13回目）
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（13回目）
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（13回目）
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（13回目）
・データバイアス「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（12回目、13回目）
・データ・AI活用における負の事例紹介「特殊講義」「データサイエンスの基礎」（13回目）

AIが日常生活・社会でどのように利活用されているかを知り、それを使う上での基礎的知識・技術を修得することができる。倫理的・法
律的に留意すべき点を学ぶことで、AIを正しく使うことができるようになる。そして、データ指向の考え方がどういうものかを理解し、
Society5.0時代に相応しい社会人として主体的にAIを活用し、社会に還元できる能力の基礎を身に付けることができる。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 6041 人 女性 956 人 （ 合計 6997 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

国際学部 326 105 424 0 0 0 0%

スポーツ健康学部 642 155 624 0 0 0 0%

経営学部 1,983 500 2,020 5 5 5 0%

経済学部 1,617 500 2,020 0 0 0 0%

デザイン工学部 1,146 306 1,236 1 1 1 0%

工学部 1,283 410 1,656 11 10 11 1%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 6,997 1,976 7,980 17 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0%

令和5年度 令和4年度

大阪産業大学

令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和6年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和2年度 令和元年度
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大学等名

① 全学の教員数 210 人 （非常勤） 526 人

② プログラムの授業を教えている教員数 2 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

大阪産業大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

内部質保証推進委員会部会に関する申し合わせ

内部質保証推進委員会から付託された以下の業務を遂行するため、数理・データサイエンス・
AI教育推進部会を設置する。
　(1) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの全学的な調整
　(2) 数理・データサイエンス・AI教育プログラムの改善・進化
　(3) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの自己点検・評価
　(4) その他数理・データサイエンス・AI教育プログラムに関して内部質保証推進委員会から付
託された業務

中山　雅人　　　副学長・デザイン工学部教授
高橋　徹　　　　副学長・デザイン工学部教授
張替　俊夫　　　全学教育機構長・全学教育機構教授
田村　誠　　　　全学教育機構教授
川嶋　克利　　　全学教育機構准教授
永田　靖　　　　経営学部教授
西本　博之　　　デザイン工学部教授
高浪　龍平　　　デザイン工学部准教授
山﨑　高弘　　　工学部教授
伊藤　一也　　　工学部准教授
佐々木　秀次　　教務課長
北村　友　　　　企画・広報課長
甘利　博子　　　内部質保証推進課長
芳中　宗一郎　内部質保証推進課員

内部質保証推進委員会数理・データサイエンス・AI教育推進部会

中山　雅人 副学長

張替　俊夫 全学教育機構長

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 8%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 7,980

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

16%

本プログラムは令和6年度より、制度上の都合で「特殊講義」の名で開講した。開講にあたって
は、Webページでの広報の他、全対象学生に広報チラシの印刷物を配布し、各学科ガイダンス
においても周知した。令和7年度からは、カリキュラム改正を行い、教養教育科目として全学部
に共通の科目名「データサイエンスの基礎」で開講されることになっており、より多くの学生が履
修しやすい環境を整えている。

本プログラムについてWebサイトで公表し、全学部の新入生に広く周知している。本学では、こ
れからのデジタル社会において不可欠な「数理・データサイエンス・AI（人工知能）」について、
文系・理系を問わず、基礎から体系的に学ぶことができる教育プログラムを提供する。本プログ
ラムでは、半期1コマで数理・データサイエンス・AIのリテラシー（知識や活用力）を身につけるこ
とが可能である。また、本プログラムは、文部科学大臣が認定・選定する「数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」の要件に準拠しており、社会で求められる
デジタルスキルを効率的に習得できるカリキュラムとなっている旨、Webサイトで年間を通して
公表し、併行して学生への資料として紙媒体のチラシを配布している。

0.2%

12%

4%

数理・データサイエンス・AI教育推進部会で履修者数・履修率等を振り返り、その向上に向けた
具体的な施策（履修状況に応じた担当教員増によるクラス増設やオンラインコンテンツ活用等）
について検討を行う。周知については、引き続き新入生には周知のチラシ配布を続けると共
に、教務委員会や教授会といった他の委員会とも必要に応じて連携を行い、学生への周知の
取り組みを充実させる。将来的には、全学教育機構が担っている全学教育の一環としてプログ
ラムを推進・発展させていくことを検討する。授業形態については、対面授業だけでなく、オンラ
イン授業やオンデマンド教育のメリットを活かしてプログラムを展開することも検討し、より多くの
学生が履修できる運営方法を整備していく。

具体的な計画
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

本学では、できる限り多くの学生が本プログラムを履修・修得できるよう、学習環境の整備と充
実したサポート体制を提供している。オンデマンド教材を活用し、時間や場所を問わず学習でき
る仕組みを整えるとともに、LMS上で過去の授業動画や補助教材を閲覧できるようにし、復習
の機会を確保している他、教室となるPC演習室には情報科学センター担当者が常駐し、コン
ピュータの操作等に関するトラブルに授業中でも対応できる体制を取っている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学では、授業内外を問わず、学生が円滑に学習を進められるよう、多様なサポート体制を整
備している。授業中においては教員が内容に関する質問に随時対応しており、授業時間外に
おいてはLMSやメールを活用したオンライン対応の他、オフィスアワーにおいて対面での個別
相談も受け付けることで、学習上の疑問を解決しやすい環境を整えている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 大阪産業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 中山　雅人 （役職名） 副学長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

授業アンケート結果は大変良好であった。少人数クラスであったことを考慮して自己評価はBにとどめておく。次年度も
高評価が得られるように努めたい。また、本項をより適切に評価できるよう、学内共通の授業アンケートとは別に、本プ
ログラム向けのアンケートを設計したい。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業アンケート結果は大変良好であった。授業アンケート対象クラスにおける授業の満足度についても、5段階中4.71
と高い結果となった。次年度も高評価が得られるように努めたい。また、本項をより適切に評価できるよう、学内共通の
授業アンケートとは別に、本プログラム向けのアンケートを設計したい。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

全新入生に向けて周知チラシを配布したが、2024年度はカリキュラム改正時期の都合で全新入生を受講対象とするた
め既存科目「特殊講義」として開講し、履修登録方法が通常と異なったため、履修登録者は年間で17名、うち合格者は
16名であった。2025年度は、総合教育科目の中の「データサイエンスの基礎」として開講する。通常の履修登録方法に
より、年間200名程度の受講者を受け入れる予定であり、改善される見込みである。また、新入生には引き続きチラシ
配布により履修率向上に努める。

学修成果

授業アンケート対象クラスにおける授業内容や満足度に関するアンケート結果は概ね全科目平均を大きく上回ってお
り、リテラシー科目として、データサイエンスを学ぶ上での常識や心得を伝えるという目的は果たせていると考える。
元々の予備知識には個人差が大きいため、全員に修得を課す内容であるか、上級者を飽きさせないような発展的内容
であるかを分かるように伝えたい。また、本項をより適切に評価できるよう、学内共通の授業アンケートとは別に、本プ
ログラム向けのアンケートを設計したい。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

2024年度はカリキュラム改正時期の都合で、履修登録者は年間で17名にとどまった。修得状況は良好で、16名が合格
した。2025年度は、総合教育科目の中の「データサイエンスの基礎」として開講され、履修者数の問題は改善される見
込みである。

内部質保証推進委員会数理・データサイエンス・AI教育推進部会



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

資料PDFには、図表を織り込み、補足や発展的内容のWebページをリンクするなど、わかりやすさに努めた。授業アン
ケート対象クラスにおける授業のわかりやすさに関するアンケート結果も、5段階中4.71と高い結果となっており、「分か
りやすい」授業となっている。学生の予備知識には大きな差があるので、個々に対応して説明を加えたり理解を深める
には、ハイパーリンクの利用が有効であると考える。また、本項をより適切に評価できるよう、本プログラム向けのアン
ケートを設計したい。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

2024年度から開講したプログラムであるため、十分な評価が行える段階に至っていない。現在、アンケート等で適切に
評価できる仕組みを検討している。年次進行した修了生に対するアンケート実施や卒業後アンケート等への反映、外
部評価委員会を活用した運用等を具体的に検討し、評価体制の整備に向けた取り組みを進めたい。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

2024年度から開講したプログラムであるため、十分な評価が行える段階に至っていない。2025年度より、実施結果を踏
まえたアンケートや外部評価等の仕組みを運用したい。企業アンケート等への反映、外部評価委員会を活用した運用
等による評価体制を整備し、2025年度より評価を実施したい。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

MDASHのモデルカリキュラムに則った内容で講義した。データサイエンスを学ぶ上での常識や心得は伝えられた。授
業アンケート対象クラスにおける授業の満足度についても、5段階中4.71と高い結果となった。昨今の生成系AIの発展
には目覚ましいものがある。こうした時事的な内容も取り込めたらよいかと思う。また、本項をより適切に評価できるよ
う、学内共通の授業アンケートとは別に、本プログラム向けのアンケートを設計したい。
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講義中に適宜必要に応じ指⽰します。 

実学に基礎を置き，社会に貢献できる能力を身に付けるための，幅広い基礎的知識（教養
教育）の一部に相当する．本授業科目は，数理データサイエンスAI教育プログラムの一部
として開講される． 

卒業認定・学位授与
の⽅針（ディプロ 
マ・ポリシー）と当
該授業科⽬の関連 

世界ではデジタル化とグローバル化が不可逆的に進み，社会・産業の転換が大きく進んで
いる．「数理・データサイエンス・AI」は，今後のデジタル社会の基礎知識として，全て
の学生が身に付けておくべき素養，言わば現代の「読み・書き・そろばん」である．本講
義では，数理・データサイエンス・AIについて，専門教育の基礎としてではなく，全ての
分野の学生が身に付けるべき基礎知識として，・社会でAIがどのように利活用されている
か，その長所と限界・データの表現の仕方と読み取り方・データの数学的・統計学的取り
扱いと分析の基礎・データを扱う上で留意すべきことについて講義し，適宜演習を交え定
着を図る． 

 

 

概要・授業の⽬的 

令和７年度 数理・データサイエンス・AI教育プログラム シラバス例 

「データサイエンスの基礎」（前期・水曜・３時限 後期・水曜・３時限 
前期・木曜・２時限       後期・木曜・２時限） 

 

講義コード 195315/194876/194877/194878 講義開講年度 2025年度 

開講先学科／専攻 国際学部 国際学科 カリキュラム年度／ 
⼊学年度 2025〜 

科⽬名(和⽂) データサイエンスの基礎 科⽬名(英⽂) Data Science Basics 

科⽬ナンバリング B-A-PRI-1-E-01 
単位数 2 配当年次 １年⽣ 
選択、必修(⼀般) 選択 
選択、必修(編⼊) 選択 

資格  

その他  

期間・曜⽇・時限 前期または後期 、 ⽔曜３時限または木曜２時限 

担当教員名 ⽥村  誠 または 川嶋  克利 

同時に授業を⾏う学 
科／専攻 

国際学部 国際学科 ,スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 ,経営学部 経営学科 ,経営学部 商学

科 ,経済学部 ,情報デザイン学部 情報システム学科 ,建築・環境デザイン学部 建築・環境デザ

イン学科 ,システム工学部 システム工学科 

概要・授業の⽬的 

 

 

 

 

 

卒業認定・学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー）と当該授業科⽬の関連 

 

テキスト 

参考書 

 

 
授業計画 

 著者名 テキスト名 シリーズ名 発⾏所 特記欄 
1 岡嶋裕史，吉⽥雅裕 （改訂新版）はじめてのAIリテラシー  技術評論社  

 

 テーマ 内容・⽅法等 

第1回 オリエンテーション・データサイエン 
スとは AIの定義，なぜAIが必要とされているかについて 

第2回 社会で起きている変化 IoT，Society5.0，データサイエンス駆動型社会 
について 

第3回 社会で活⽤されているデータ ログ・オープンデータの活⽤，⾮構造化データに 
ついて 
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第4回 データ・AIの活⽤領域 データ・AIの活⽤領域，活⽤例について 
第5回 データ・AIの技術（１） AIによるデータ解析の特徴，機械学習について 

第6回 データ・AIの技術（２） データの可視化（１），Excelの基本的な利⽤法 
について 

第7回 データ・AIの技術（３） データの可視化（２），⾮構造化データについて 
第8回 データを読み，説明し，扱う（１） データの種類，データの収集について 
第9回 統計と数学の基本（１） 場合の数，確率について 
第10回 統計と数学の基本（２） 基本統計量，推測統計について 
第11回 データを読み，説明し，扱う（２） データの集計について 
第12回 データを読み，説明し，扱う（３） データの読み⽅・⽐較⽅法について 
第13回 データ・AIを扱うときに注意すること データ活⽤の負の側⾯，権利関係 
第14回 データ・AIにまつわるセキュリティ 情報セキュリティについて 
第15回 講義のまとめ 講義全体の振り返り，データサイエンスとは 
担当教員の実務経験
とそれを活かした教 
育内容 

なし 

アクティブ・ラーニ 
ングの実施 ⼀部の授業において，WebClassを使⽤した反転授業形態を実施する． 

準備学習等(事前・事 
後学習) 

WebClassにて事前に公開されるコンテンツは，講義⽇までに確認しておくことが望まし 
い． 

課題(試験やレポート
等)に対するフィード 
バックの⽅法 

講義⽇以降，授業内で講評またはWebClassにて講評結果を開⽰する． 

 

達成⽬標 

１．数理・データサイエンス・AIに関する主な⽤語を理解する．           
２．現代社会における数理・データサイエンス・AIの利活⽤について理解する．   
３．データの適切な収集および基礎的な分析・表現について理解し，数学的・統計学的に 
正しく取り扱える． 
４．データサイエンス・AIにおける倫理的問題や留意点を理解する． 

併修、先⾏履修が 望 
ましい科⽬ 特になし． 

成績評価基準・⽅法 ●知識・理解 40％ （内訳：定期テスト40％）  
●汎用的技能 40％ （内訳：レポート40％） 
●態度・志向性 20％ （内訳：小レポート20％） 

成績評価「＊」（成
績評価に⾄らない） 
の基準 

１度も授業に出席していない かつ 成績評価物を１度も提出していない かつ 一度も試験・

テストを受験していない場合 

特記事項 
受講者との相談により，授業計画の順序を変更する可能性がある．予備知識の多寡は問わ
ない． 

 



セメスター １セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター
DP5　問題解決能力 DP5　問題解決能力

卒業
プロジェクト

8単位以上
（全員履修）
ゼミナール１（2単位）

（全員履修）
ゼミナール２（2単位）

必修
ゼミナール３（4単位）

必修
ゼミナール４（4単位）

卒業
プロジェクト

コース コース

（分野） （分野）

現代ヨーロッパ論※1※2 比較文化論※1※2 ヨーロッパ近現代史※1※2
現代アジア論※3 アジア近現代史※3
日本近現代史
国際協力論 国際人権論

国際ビジネス論 国際ジャーナリズム論
地域特殊研究1☆ 地域特殊研究2☆ 地域特殊研究3☆ 地域特殊研究4

応用心理学 発達心理学 人間関係論
国際理解演習１（文献演習） 国際理解演習２
外国語総合１（独・仏・朝）☆ 外国語総合２（独・仏・朝）☆ 外国語総合３（独・仏・朝）☆

日本語教育学概論 日本語学概論１ 日本語学概論２
日本文学史 日本文学論１ 日本文学論２

日本語教育法１ 日本語教育法２ 日本語教育文法 日本語教育評価法
日本語プレゼンテーション 日本語支援論 ビジネス日本語

日本語教育実践１ 日本語教育実践２

中国総合研究１ 中国総合研究２ 中国総合研究３ 中国総合研究４

中国文化論 日中関係論

専修中国語入門１ 専修中国語入門３ 専修中国語初級１ 専修中国語初級３ 中国語総合１ 中国語総合２ 中国語総合３
専修中国語入門２ 専修中国語入門４ 専修中国語初級２ 専修中国語初級４ 中国語専門演習１ 中国語専門演習２
英語実践演習１ 英語実践演習２ 英語実践演習３ 英語実践演習４

英語圏文化概論 英語学概論
英語文学概論 英語圏文化研究 英語文学研究 英語学研究　・・・・・・・・・・＞ 英語総合研究

Aural-Oral Practice
 & Theory 1

Aural-Oral Practice
 & Theory 2

Extensive Reading 1　 Extensive Reading 2　 Extensive Reading 3　 Extensive Reading 4
Writing 1 Writing 2
TOEIC 1 TOEIC 2 TOEIC 3 TOEIC 4

Interactive
 Communication 1

Interactive
 Communication 2

Interactive
 Communication 3

Interactive
 Communication 4

Interactive
 Communication 5

Interactive
 Communication 6

Teaching English
 to Children 1

Teaching English
 to Children 2

DP1　言語知識 言語教育学※1※2※3

と運用能力 言語
文化

言語学概論
※１※２※３

社会言語学
※１※２※３

第二言語習得論

文章表現論
⁂日本語総合１ ⁂日本語総合２

DP2　国際理解
国際関係論 国際政治史
※１※２※３

DP3　共生／DP4　社会性

現代の文化と社会
異文化理解
※１※２※３

大衆文化論１ 大衆文化論２ サブカルチャー論 現代の思想

メディア論
社会変動論 基礎法学 社会福祉論

ジェンダー論
観光論

学習心理学 カウンセリング概論
対人援助論 認知心理学

DP5　問題解決能力 入門演習１ 入門演習２ リサーチ・リテラシ演習１ リサーチ・リテラシ演習２

ワークショップ 海外フィールド演習１ 海外フィールド演習２
コンピュータ・リテラシ プロジェクト演習１ プロジェクト演習２

キャリアデザイン１ キャリアデザイン２ キャリアデザイン3 計6単位以上

水色科目……ピアヘルパー科目

2言語選択（12単位以上） 英語（Listening & Speaking)1 英語（Listening & Speaking)2 英語（Listening & Speaking)3 英語（Listening & Speaking)4 ▼１ドイツ語特修プログラム必修科目（8単位）
　1単位科目群 英語（Reading & Writing)1　 英語（Reading & Writing)2　 英語（Reading & Writing)3　 英語（Reading & Writing)4 ▼2フランス語特修プログラム必修科目（8単位）

中国語入門1a 中国語入門2a 中国語初級1a 中国語初級2a ▼3朝鮮語特修プログラム必修科目（8単位）
中国語入門1b 中国語入門2b 中国語初級1b 中国語初級2b ※１ドイツ語特集プログラム関連分野選択科目（6単位以上）

1→2→３→４の順に履修　 ▼１ドイツ語１ ドイツ語２ ドイツ語３ ドイツ語４ ※2フランス語特修プログラム関連分野選択科目（6単位以上）
　　　　2単位科目群 ▼２フランス語１ フランス語２ フランス語３ フランス語４ ※3朝鮮語特修プログラム関連分野選択科目（6単位以上）

▼3 朝鮮語１ 朝鮮語２ 朝鮮語３ 朝鮮語４ ☆各言語特修プログラム選択科目（ドイツ語・ドイツ語圏／フランス語・フランス語圏／朝鮮語・朝鮮語圏）10単位以上

総合教育科目：計24単位以上
⁂日本語読解１ ⁂日本語読解２ ⁂上級日本語読解１ ⁂上級日本語読解２ 専門教育科目（卒業プロジェクト科目含む）:70単位以上 《英語教員免許・日本語教員資格については履修ハンドブック参照》
⁂日本語作文１ ⁂日本語作文２ ⁂上級日本語作文１ ⁂上級日本語作文２ コース選択：2年次進級時

学際領域 現代倫理学 平和学 コース確定；コース専門教育科目22単位以上
人文科学 心理学 歴史学

文化人類学 哲学 卒業要件単位:計124単位以上
社会科学 現代の政治 日本国憲法　　社会学

経済学

自然科学 環境科学 生命科学　　文系のための統計学

データサイエンスの基礎

日本文化 日本文化論
⁂日本事情１ ⁂日本事情２

人間教育（教職課程科目） 生涯学習論 人権教育

身体科学 スポーツ科学実習１ スポーツ科学実習２ スポーツ科学

必修 国際学概論
１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

国際学部国際学科カリキュラムツリー（履修系統図）

専
門
教
育
科
目

国
際
・
地
域

研究科目

中
国
語専門演習科目

中
国
語

英
語

研究科目 研究科目

専門演習科目

専門演習科目

日
本
語

専
門
教
育
科
目

英
語

専門演習科目

教
養
教
育
科
目

セメスター

研究科目

専門演習科目専門演習科目

研究科目

国
際
・
地
域

日
本
語

研究科目

専門演習科目専門演習科目

研究科目 研究科目

国際学部カリキュラムツリー

人間の心理

実践教
育科目

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

集中（３・４セメ配当）

⁂留学生向け科目

国
際
学
部
共
通
科
目

国際理解 時事問題

英語海外研修／中国語海外研修／ドイツ語海外研修／フランス語海外研修／朝鮮語海外研修

3-4セメに移動

【2025年度以降入学生用】



スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　カリキュラムツリー（2025年度以降入学生用）

４年後期
（８セメ）

４年前期
（７セメ）

３年後期
（６セメ）

３年前期
（５セメ）

２年後期
（４セメ）

２年前期
（３セメ）

１年後期
（２セメ）

１年前期
（１セメ）

DP1 専門的知識

1）体育・スポーツ・健康科学の専門知識を身につけている。

2）異なる文化や価値観を理解しようとするための学士として多

様かつ必要な教養を身につけている。

DP2 汎用的技能

1）特定の外国語を用いて最低限度のコミュニケーションを図ることができる。

2）ICTを用いて情報を収集・集計・分析し，最適な方法で表現できる。

3）実践の場で起こっている事柄について，客観的な視点から分析し，問題を

解決するための方略を創造できる。

4）初めての事柄について真摯に向き合い，学ぼうとする姿勢を身につけて

いる。

DP3 志向性

1）集団の一員として役割やルールを理解し協働できる能力を身につ

けるとともに，高い身体能力を獲得している。

2）集団および個人で設定した目標に対してプロセスを重視しながら実

現していく態度を身につけている。

3）指導者としての科学的根拠に基づく知識とスキルを身につけている。

4）指導者としての倫理観を身につけている。

5）次世代に繋げるための体育・スポーツ・健康科学を創造する態度を

身につけている。

DP4 創造的思考力

1）体育・スポーツ・健康科学領域で体系化された理論

と，実践により身につけた身体知を活かし，社会の要

請に応える資質を備えている。

2）学修内容を活字にして表現することができる。

文学 哲学 心理学 日本の社会と文化１

生命科学 文系のための統計学 教育心理学

教職入門 データサイエンスの基礎

健康管理論

身体の科学

英語(Listening&Speaking)３
TOEIC上級(Listening)１
英語(Reading&Writing)３
TOEIC上級(Reading)１
ビジネス英語１

初修外国語初級１（ドイツ語）

初修外国語初級１（フランス語）

初修外国語初級１（中国語）

英語海外研修

コンピュータ演習１

キャリアデザイン２

入門ゼミ２

スポーツ生理学

コーチングの基礎

スポーツケア概論

解剖・生理学

スポーツの歴史

体育学概論

スポーツバイオメカニクス1
運動学（運動方法含む）

トレーニングの科学

アダプテッドスポーツ論

野外教育論

スポーツケア各論

保健体育科教育法Ⅳ

スポーツバイオメカニクス２

スポーツビジネス論

コンディショニング論

スポーツ指導論

スポーツ医学（内科系1）
スポーツ医学（外科系1）

入門ゼミ１

コンピュータ演習２

保健体育科教育法Ⅲ

保健体育科教育法Ⅱ

保健体育科教育法Ⅰ

保健体育教養演習

卒業論文

地域スポーツ論（スポーツ法規・スポーツ行政含む）

公衆衛生学

環境衛生学

スポーツ医学（外科系2）
健康運動プログラム論

スポーツ・健康科学の統計解析

スポーツマネジメント論

エアロビクス1
武道2
バレーボール2
サッカー2
運動プログラム実習（年代・障害別）

トレーニング実習

陸上1 器械運動1 武道1
バレーボール1 サッカー1
体つくり運動

スポーツ文化論

競技力向上の科学

生涯学習論

英語(Listening&Speaking)２
英語(Reading&Writing)２
初修外国語入門２（ドイツ語）

初修外国語入門２（フランス語）

初修外国語入門２（中国語）

実践研究１

フィールド支援演習１

フィールド活動演習１

フィールド支援演習２

フィールド活動演習２

スポーツキャリア演習

実践研究２

実践研究３

実践研究４

地域保健演習

救急処置実習

生涯スポーツ論

スポーツ医学（内科系2）

発育発達と老化

健康と栄養

スポーツ心理学

スポーツ社会学

レクリエーション概論

スポーツ科学実験演習

医学一般

健康と運動の生理学

スポーツ栄養学

リハビリテーション論

運動指導の心理学

日本の社会と文化２

日本国憲法

経済学

平和学

地球環境問題

人権教育

英語(Listening&Speaking)１
英語(Reading&Writing)１
初修外国語入門１（ドイツ語）

初修外国語入門１（フランス語）

初修外国語入門１（中国語）

英語(Listening&Speaking)４
TOEIC上級(Listening)２
英語(Reading&Writing)４
TOEIC上級(Reading)２
ビジネス英語２

初修外国語初級２（ドイツ語）

初修外国語初級２（フランス語）

初修外国語初級２（中国語）

スポーツマネジメント論

水泳

バスケットボール1
ダンス1

キャンプ実習

海浜実習

スキー実習

陸上2
器械運動2
ダンス2
エアロビクス2
バスケットボール2

健康運動実践指導演習

健康評価実習

学校保健（小児保健・精神保健を含む）

総合体育指導演習（ネット型スポーツ）

キャリアデザイン１

スポーツ支援指導演習



経営学部経営学科カリキュラムツリー（2025年度以降入学生用）

４年後期
（８セメ）

４年前期
（７セメ）

３年後期
（６セメ）

３年前期
（５セメ）

２年後期
（４セメ）

２年前期
（３セメ）

１年後期
（２セメ）

１年前期
（１セメ）

心理学、哲学、環境科学、

生命科学、文系のための数

学、文系のための統計学、

データサイエンスの基礎、

人文科学特殊講義、自然

科学特殊講義、スポーツ科

学実習、日本事情1、日本

の社会と文化1

教養科目

基礎ゼミナールA

研究ゼミナール

経営管理論、経営戦略

論、経営組織論、生産

管理論、経営科学

人権教育

英語(L&S)1
英語(R&W)1
初修外国語入門1
日本語読解1
日本語作文1

生涯学習論

入門ゼﾐﾅｰﾙA

経営学基礎A
コンピュータ・リテラシ

キャリア講座A

キャリアスキル科目 経営関連科目ゼミナール科目

消費者行動論、国際経

営論、事業承継論、経

営科学B、プログラミン

グ演習

会計学基礎

基礎ゼミナールB

専門ゼミナール

マーケティング論、生産

管理論、アプリケーショ

ン演習A、アプリケー

ション演習B

人的資源管理論、非営

利組織の経営、商品企

画論、市場調査、財務

管理論

会計学総論、ビ

ジネス法

財務会計論、管

理会計論、財務

諸表分析、商取

引法、所得税法

コンピュータ会

計、英文簿記、会

社法、消費税法

国際会計論、監

査論、法人税法

ファッションビジネス入

門、被服材料学、アパ

レルデザイン論、色彩

学、ファッションビジネ

ス特殊講座A・B

被服整理学、アパレル

デザイン表現実習、ア

パレルグラフィック実習

被服材料学実験、アパ

レル科学、アパレル企

画論、アパレル設計論

被服整理学実験、アパ

レル企画実習、消費科

学

アパレル設計実習１、

ファッション販売論

アパレル設計実習２、

消費者調査法

経営管理論、経営戦略

論、経営組織論、経営

財務論、マーケティング

戦略論、ビジネスコミュ

ニケーション論、eコマー

ス論、経営科学A

地域産業論、観

光まちづくり論

販売管理A

表現力基礎演習、日本国

憲法、現代の政治、地理学、

平和学、道徳と現代倫理、

科学技術史、くらしと法、ス

ポーツ科学、社会科学特殊

講義、日本事情2、日本の

社会と文化2

英語(L&S)2
英語(R&W)2
初修外国語入門2
日本語読解2
日本語作文2

英語総合（上級）1
初級外国語総合1

英語総合（上級）2
初級外国語総合2

キャリア・デザインA

キャリア・デザインB

キャリア講座B

ビジネス・プロトコ

ル

ビジネス・コン

ピューティング、初級

簿記A、商業簿記A

初級簿記B、商業簿

記B

販売管理B

ビジネススキル科目 専門基礎科目

工業簿記A

工業簿記B

会計・法律関連科目

ファッションビジ

ネス論

経営学特殊講

義A・B・C・D、会
計学特殊講義

A・B・C・D、特定

産業研究A・B・
C・D

テーマ別研究科目
ファッションビジネス

コース特設科目

地域創造論

地域政策論、経

営とデザイン

TOEIC上級(R）1
TOEIC上級(L）1
初修外国語初級1
上級日本語読解1
上級日本語作文1

TOEIC上級(R）2
TOEIC上級(L)2
初級外国語初級2
上級日本語読解2
上級日本語作文2

英語海外研修

初級外国語海外

研修

インターンシップ

入門ゼﾐﾅｰﾙB

上級商業簿記A、
上級工業簿記A

経済学

財政学

会計スペシャリストコー

ス特設科目

経営学基礎B

上級商業簿記B、
上級工業簿記B

卒業研究

経営情報論、組織行動

論

経営史、情報処理概論

DP4
社会で通用する専門性
経営学ならびに会計学に関する基礎知識とともに、以下の専門知識のいずれかの内容を習得している。

・経営管理、経営戦略、経営組織に関する知識を備えている。

・商品・サービス開発やマーケティングに関する知識を備えている。

・企業や様々な組織体の会計に関する知識を備えている。

・会計専門職の立場から企業等の活動を支援するための高度な専門知識を備えてい
る。

・ファッションビジネスに関する知識を備えている。

DP3
専門的基礎知識と環境への対応力

経営学ならびに会計学に関する基礎知識を

備え、変動する現代社会のように、状況変化

に対応できる判断力と論理的思考力を備えて

いる人材。

DP2
コミュニケーション能力

組織の中において一般教養や専門的知

識に基づき、他者と協調・協働して行動でき、

主体的、かつ責任ある行動や意見を述べる

ことができる人材。

DP1
一般教養

教養や外国語など社会で活躍

する上で必要な知識を備えている

人材。

簿記基礎



展開科目 発展科目（その他）発展科目（演習・商学総合科目）学科基幹科目（専門基礎科目・資格支援科目）

ビジネス総合講座

卒業演習
卒業研究

※

商学総論Ｂ、経営学総論Ｂ、経済学総論Ｂ、
簿記Ｂ、サービス産業論Ｂ、スポーツ産業論

入門演習Ｂ

入門演習Ａ

演習基礎

物流論、交通経済論、
観光論

マーケティング論Ａ、
日本商業史Ａ、流通
システム論Ａ

国際物流論マーケティング論Ｂ、
日本商業史Ｂ、流通
システム論Ｂ

専門演習Ａ

ロジスティクス論、
航空交通論Ａ

マーケティング・マネ
ジメント論Ａ、マーケ
ティング戦略論、マー
ケティング・リサーチ
論、製品管理論Ａ

専門演習Ｂ

サプライチェーン・
マネジメント論、航
空交通論Ｂ、陸上交
通論

マーケティング・マネ
ジメント論Ｂ、消費者
行動論、製品管理論Ｂ

DP１ 知識・理解
近未来のビジネスパーソンとして必要な一般教養や外国語
力などの知識や企業活動と結びついた「ヒト・モノ・カ
ネ・情報」の流通に関する専門知識を有している。

商学科 履修系統図（商学コース，2025年度以降入学者用）

英語
(L&S)1

英語
(R&W)1

英語
(L&S)2

英語
(R&W)2

TOEIC上級
(Listening)1

TOEIC上級
(Reading)1

英語海外研
修※1

TOEIC上級
(Listening)2

TOEIC上級
(Reading)2

総合教育科目

セールスプロモーションＢ、ファイナンシャル・プランニングＢ、
貿易ビジネス、ビジネスコンピューティングＢ

セールスプロモーションＡ、ファイナンシャル・プランニングＡ、
経営情報システム、ビジネスコンピューティングＡ、外国史概論

ビジネス英語Ｂ

ビジネス中国語

東洋史概論
哲学概論※

倫理学概論

政治学概論
日本史概論※

地理学概論※

地誌学※

ビジネス英語Ａ

英語総合
（上級）1

英語総合
（上級）2

金融・会計
モデル

商品開発・広告・販売
モデル

経営・情報システム
モデル

物流・交通
モデル

金融論Ａ、グローバ
ルファイナンスＡ、
会計学

金融論Ｂ、グローバ
ルファイナンスＢ、
商業簿記B、
工業簿記B

管理会計論

財務諸表論

ビジネス情報処理論、
プログラミング演習Ａ、
eコマース論

経営管理論、グローバ
ルビジネス論Ａ

I T ビジネス企画論、
ビジネスデータ分析

経営財務論、国際経営
論Ａ、メディア・ビジ
ネス論A

経営情報論

国際経営論Ｂ、
メディア・ビジネス論Ｂ

プログラミング演習Ｂ
情報管理論、ビジネス
データ処理

ベンチャービジネス論
グローバルビジネス論Ｂ、
日本経営史、

コンピュータ・リテラシ、デー
タサイエンスの基礎、表現力基
礎演習、日本の社会と文化１、
日本国憲法、 現代の政治、社
会科学特殊講義、平和学、道徳
と現代倫理、科学技術史、学際
実習領域特殊講義、スポーツ科学実
習

哲学、地理学、人文科学特殊講
義、日本の社会と文化２、心理
学、環境科学、生命科学、文系
のための数学、文系のための統
計学、自然科学特殊講義、ス
ポーツ科学

商学総論Ａ、経営学総論Ａ、経済学総論Ａ、
簿記Ａ、サービス産業論Ａ、ＩＴビジネス概
論、特殊講義（ビジネス統計）

1年前期
（1セメ）

1年後期
（2セメ）

2年前期
（3セメ）

2年後期
（4セメ）

3年前期
（5セメ）

3年後期
（6セメ）

4年前期
（7セメ）

4年後期
（8セメ）

ミクロ経済学Ａ、
日本経済史、商業
簿記A、工業簿記
B、民法

ミクロ経済学Ａ

ビジネス・エコノ
ミックスＢ、地方財
政論、商法、国際法

ビジネス・エコノ
ミックスＡ、財政学

DP２ 思考・判断
激変する社会において時勢を見据え，不確実性の高い
環境下で意思決定を図ることができ，その礎となる専
門知識を有している。

DP３ 興味・関心・態度
実社会，特に現代ビジネスの課題を積極的に発見すること
ができ，探求するための必要な幅広い方法を有している。
また専門知識を実践で活用する姿勢を備えている。

DP４ 技能・技術
少人数制の演習科目などを通じて文献の輪読や討論な
どを行う中で，他者からの質問に対して的確に応答で
きるなど表現力および協業力を備えている。

DP①～DP④についての
総合修得

商学総合講座



展開科目 発展科目（その他）発展科目（演習・商学総合科目）学科基幹科目（専門基礎科目・資格支援科目）

ビジネス総合講座

卒業演習
卒業研究

※

商学総論Ｂ、経営学総論Ｂ、経済学総論Ｂ、
簿記Ｂ、サービス産業論Ｂ、スポーツ産業論

入門演習Ｂ

入門演習Ａ

演習基礎

物流論、交通経済論、
観光論

マーケティング論Ａ、
日本商業史Ａ、流通
システム論Ａ

国際物流論マーケティング論Ｂ、
日本商業史Ｂ、流通
システム論Ｂ

専門演習Ａ

ロジスティクス論、
航空交通論Ａ

マーケティング・マネ
ジメント論Ａ、マーケ
ティング戦略論、マー
ケティング・リサーチ
論、製品管理論Ａ

専門演習Ｂ

サプライチェーン・
マネジメント論、航
空交通論Ｂ、陸上交
通論

マーケティング・マネ
ジメント論Ｂ、消費者
行動論、製品管理論Ｂ

DP１ 知識・理解
近未来のビジネスパーソンとして必要な一般教養や外国語
力などの知識や企業活動と結びついた「ヒト・モノ・カ
ネ・情報」の流通に関する専門知識を有している。

商学科 履修系統図（SCCコース，2025年度以降入学者用）

英語
(L&S)1

英語
(R&W)1

英語
(L&S)2

英語
(R&W)2

TOEIC上級
(Listening)1

TOEIC上級
(Reading)1

英語海外研
修※1

TOEIC上級
(Listening)2

TOEIC上級
(Reading)2

総合教育科目

セールスプロモーションＢ、ファイナンシャル・プランニングＢ、
貿易ビジネス、ビジネスコンピューティングＢ

セールスプロモーションＡ、ファイナンシャル・プランニングＡ、
経営情報システム、ビジネスコンピューティングＡ、外国史概論

ビジネス英語Ｂ

ビジネス中国語

東洋史概論
哲学概論※

倫理学概論

政治学概論
日本史概論※

地理学概論※

地誌学※

ビジネス英語Ａ

英語総合
（上級）1

英語総合
（上級）2

金融・会計
モデル

商品開発・広告・販売
モデル

経営・情報システム
モデル

物流・交通
モデル

金融論Ａ、グローバ
ルファイナンスＡ、
会計学

スポーツ医学（内科
系）、スポーツ医学
（外科系）、スポーツ
心理学、スポーツバイ
オメカニクス２、ス
ポーツツーリズム論

金融論Ｂ、グローバ
ルファイナンスＢ、
商業簿記B、
工業簿記B

公衆衛生学、
環境衛生学、健康運動
プログラム論

管理会計論

スポーツ指導論、コン
ディショニング論、ス
ポーツビジネス論

財務諸表論

競技力向上の科学、生
涯スポーツ論

ビジネス情報処理論、
プログラミング演習Ａ、
eコマース論

経営管理論、グローバ
ルビジネス論Ａ

I T ビジネス企画論、
ビジネスデータ分析

経営財務論、国際経営
論Ａ、メディア・ビジ
ネス論A

経営情報論

国際経営論Ｂ、
メディア・ビジネス論Ｂ

プログラミング演習Ｂ
情報管理論、ビジネス
データ処理

ベンチャービジネス論
グローバルビジネス論Ｂ、
日本経営史、

コンピュータ・リテラシ、デー
タサイエンスの基礎、表現力基
礎演習、日本の社会と文化１、
日本国憲法、 現代の政治、社
会科学特殊講義、平和学、道徳
と現代倫理、科学技術史、学際
実習領域特殊講義、スポーツ科学実
習

哲学、地理学、人文科学特殊講
義、日本の社会と文化２、心理
学、環境科学、生命科学、文系
のための数学、文系のための統
計学、自然科学特殊講義、ス
ポーツ科学

商学総論Ａ、経営学総論Ａ、経済学総論Ａ、
簿記Ａ、サービス産業論Ａ、ＩＴビジネス概
論、特殊講義（ビジネス統計）

1年前期
（1セメ）

1年後期
（2セメ）

2年前期
（3セメ）

2年後期
（4セメ）

3年前期
（5セメ）

3年後期
（6セメ）

4年前期
（7セメ）

4年後期
（8セメ）

解剖・生理学、
スポーツ生理学

スポーツバイオメカニ
クス１、スポーツ栄養
学、運動学（運動方法
を含む）、アダプテッ
ドスポーツ論、トレー
ニングの科学、スポー
ツケア各論、運動指導
の心理学、スポーツ
ツーリズム論

ミクロ経済学Ａ、
日本経済史、商業
簿記A、工業簿記
B、民法

ミクロ経済学Ａ

ビジネス・エコノ
ミックスＢ、地方財
政論、商法、国際法

ビジネス・エコノ
ミックスＡ、財政学

DP２ 思考・判断
激変する社会において時勢を見据え，不確実性の高い
環境下で意思決定を図ることができ，その礎となる専
門知識を有している。

DP３ 興味・関心・態度
実社会，特に現代ビジネスの課題を積極的に発見すること
ができ，探求するための必要な幅広い方法を有している。
また専門知識を実践で活用する姿勢を備えている。

DP４ 技能・技術
少人数制の演習科目などを通じて文献の輪読や討論な
どを行う中で，他者からの質問に対して的確に応答で
きるなど表現力および協業力を備えている。

DP①～DP④についての
総合修得

商学総合講座

ＳＣＣ特設科目



経済学部　経済学科　カリキュラムツリー（2025年度以降入学生用）

４年後期
（８セメ）

４年前期
（７セメ）

３年後期
（６セメ）

３年前期
（５セメ）

２年後期
（４セメ）

２年前期
（３セメ）

１年後期
（２セメ）

１年前期
（１セメ）

（

DP1 専門的知識
具体的対象において、経済学がどのように活用されているかを理解できる。

DP2 表現力
日本語と外国語を用いて自分の意見を表現でき、

他者の意見を理解できる。

DP3 数量的分析力

経済学の基本的知識を数量的

に説明し、分析することがで

きる。

産業組織論

交通経済論

経済学史B

中小企業論

社会福祉論

カルチュラル・

スタディーズ

労働経済論

国際関係論

租税論

ファイナンス論

日本経営史

開発経済論

アメリカ経済論

国際金融論

貿易論

経済学

特殊講義B

企業経済論

公共経済論

東南アジア経済論

東アジア経済論

ヨーロッパ経済論

国際協力論

比較社会論

生活経済論
国際人権論

地方財政論中国経済論

マクロ経済学

観光経済論

観光政策論

日本経済論２

西洋経済史

財政学２

ミクロ経済学

地域経済論

日本経済史

世界経済論

社会経済学B

社会保障論

ファイナンシャルプ

ランニング

国際経済学

アジア経済論

社会経済学A

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

社会史

日本経済論１

経済史

経済地理 くらしとマネー

財政学１ 日本国憲法

英語総合（上級）２

初修外国語総合２

英語総合（上級）１

初修外国語総合１

キャリア英語（TOEIC）２（

Listening）
キャリア英語（TOEIC）２（
Reading）
初修外国語初級２

英語（Listening&Speaking）
２

英語（Reading&Writing）２
初修外国語入門２

英語（Listening&Speaking）
１

英語（Reading&Writing）１
初修外国語入門１

プログラミング

計量経済学

データ分析論１

情報処理

情報リテラシー

数学の基礎

統計学の基礎

自然科学総合

専門演習 ５

専門演習 ４

専門演習 ３

専門演習 ２

国際法

行政法

労働法

マーケティ

ング論

異文化

コミュニケーション論 フィールド

スタディB

海外研修

A,B,C

経済法

民法

商法

フィールド

スタディA

基礎演習３

基礎演習１

DP6 協調性・積極性

課題解決に向けてメンバーと協調しつ

つ、責任感をもって積極的に行動でき

る。

DP７ 社会で活躍する力

多様性を理解し、経済学の知識を用いて、社会の発展のために行動できる。

DP5 問題解決力

直面する問題に対
して、知識を活か
しつつ、関連する
情報を収集、分析
し、解決すること
ができる。

環境経済論

経済学

特殊講義A

地理学

キャリア英語（TOEIC）１（

Listening）
キャリア英語（TOEIC）１（
Reading）
初修外国語初級１

DP4 論理的分析力

経済理論の知識を踏まえ、時事問題等について自分の見解を述べ、比較して分析することができる。

総合教育科目 専門経済学入門科目 専門演習科目 専門経済学基礎科目 専門 経済学科応用科目 専門実践科目

理

論

経

済

学

経

済

学

説

・

経

済

思

想

経

済

政

策

経

済

史

財

政

・

公

共

経

済

金

融

・

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

経

営

・

商

学

社

会

福

祉

学

政

治

学

・

法

学

社

会

学

外

国

語

経

済

統

計

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

現代の政治

平和学

時事問題

倫理学

専門 国際経済学科応用科目

英語

海外

研修、

初修

外国

語海

外研

修

現代社会論

ジェンダー論 専門演習 １

基礎演習２

金融論

くらしと経済

くらしと法律
簿記・会計

経済政策

国際経済学

社会政策

経済学史A

社会思想史

観光論

経済統計

経済数学

経済統計

データ分析論２

文化経済論

都市経済論

地域金融論

医療経済論

データサイエンスの基礎

上級アカデミックスキルズ

１

英書講読

上

級

キ

ャ

リ

ア

コ

ス

上級アカデミックスキルズ

２

ミクロ経済学特殊講義

マクロ経済学特殊講義

自然科学概論

社会科学特論

人文科学概論

数学的思考力２

数学的思考力１

数学・読解の基礎

数学の基礎講座

航空産業論

宿泊産業論

観光学入門

観光ビジネス英語２

観光ビジネス韓国語

観光ビジネス英語１

観光ビジネス中国語

観光経済実務演習

観光資格演習

旅行産業論

観光政策論

倫理学概論

東洋史概論

人権教育

外国史概論

法学概論

自然地理学概論

生涯学習論

教

職

課

程

地理学概論

地誌学

ビジネス実務

経済英語演習

経済中国語演習

ビジネス英語演習

ビジネス中国語演習

ビジネス・マナー

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

・

キ

ャ

リ

ア

キャリア講座C

キャリア講座B

プレゼンテーション・論理

的思考

キャリア講座A

キャリア数学

インターンシップ

ビジネス日本語B

ビジネス日本語A

日本語文章

実務演習

ビジネス

日本語演習

日本語読解１

日本語作文１

日本語読解２

日本語作文２

上級日本語読解１

上級日本語作文１

上級日本語読解２

上級日本語作文２

日本事情１

日本の社会と文化１

日本事情２

日本の社会と文化２

日

本

語

留

学

生

向

科

目

マクロ経済学

ホスピタリティ論

スポーツ科学

スポーツ科学実習

哲学

心理学 文学

日本史概論

公

務

員

コ

ス

観

光

ビ

ジ

ネ

ス

コ

ス

）



経済学部　国際経済学科　カリキュラムツリー（2025年度以降入学生用）

４年後期
（８セメ）

４年前期
（７セメ）

３年後期
（６セメ）

３年前期
（５セメ）

２年後期
（４セメ）

２年前期
（３セメ）

１年後期
（２セメ）

１年前期
（１セメ）

DP1 専門的知識
具体的対象において、経済学がどのように活用されているかを理解できる。

DP2 表現力
日本語と外国語を用いて自分の意見を
表現でき、他者の意見を理解できる。

DP3 数量的分析力

経済学の基本的知識を数量的に説

明し、分析することができる。

産業組織論

交通経済論

経済学史B

中小企業論

社会福祉論

カルチュラル・

スタディーズ

労働経済論

国際関係論

租税論

ファイナンス論

日本経営史

開発経済論

アメリカ経済論

国際金融論

貿易論

国際経済学

特殊講義B

企業経済論

公共経済論

東南アジア経済論

東アジア経済論

ヨーロッパ経済論

国際協力論

比較社会論

生活経済論
国際人権論

地方財政論中国経済論

マクロ経済学

観光経済論

観光政策論

日本経済論２

西洋経済史

財政学２

ミクロ経済学

地域経済論

日本経済史

世界経済論

社会経済学２

社会保障論

金融論

上級アカデミックスキルズ１

ファイナンシャ

ルプランニング

アジア経済論
社会経済学１

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

社会史

日本経済論１

経済史

経済地理
くらしとマネー

財政学１ 日本国憲法

英語総合（上級）２

初修外国語総合２

英語総合（上級）１

初修外国語総合１

TOEIC上級（Listening）２

TOEIC上級（Reading）２

初修外国語初級２

英語（Listening&Speaking）
２

英語（Reading&Writing）２

初修外国語入門２

英語（Listening&Speaking）
１

英語（Reading&Writing）１

初修外国語入門１

プログラミング

計量経済学

経済統計

情報処理

情報リテラシー

数学の基礎

統計学の基礎

自然科学総合

専門演習 ５

専門演習 ４

専門演習 ３

専門演習 ２

国際法

行政法

労働法

マーケティ

ング論

異文化

コミュニケーション論 フィールド

スタディB

海外研修
A,B,C

経済法

民法

商法

英書講読

フィールド

スタディA

基礎演習３

基礎演習１

DP6 協調性・積極性

課題解決に向けてメンバーと協調しつ

つ、責任感をもって積極的に行動でき

る。

DP７ 社会で活躍する力

多様性を理解し、経済学の知識を用いて、社会の発展のために行動できる。

DP5 問題解決力

直面する問題に対
して、知識を活か
しつつ、関連する
情報を収集、分析
し、解決すること
が１できる。

環境経済論

国際経済学

特殊講義A

地理学

日本語読解２

日本語作文２

上級日本語読解１

上級日本語作文１

TOEIC上級（Listening）１

TOEIC上級（Reading）１

初修外国語初級１

上級日本語読解２

上級日本語作文２

DP4 論理的分析力

経済理論の知識を踏まえ、時事問題等について自分の見解を述べ、比較して分析することができる。

総合教育科目 専門経済学入門科目 専門演習科目 専門経済学基礎科目 専門 国際経済学科応用科目 専門実践科目

理

論

経

済

学

経

済

学

説

・

経

済

思

想

経

済

政

策

経

済

史

財

政

・

公

共

経

済

金

融

・

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

経

営

・

商

学

社

会

福

祉

学

政

治

学

・

法

学

社

会

学

外

国

語

経

済

統

計

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

現代の政治

平和学

時事問題

倫理学

上級アカデミックスキルズ２

専門 経済学科応用科目

ジェンダー論

現代社会論

専門演習 １

基礎演習２

くらしと経済

くらしと法律

簿記・会計

経済政策

社会政策

国際経済学

経済学史A

社会思想史

ミクロ経済学特殊講義

マクロ経済学特殊講義

観光論

経済数学

データ分析論１

データ分析論２

文化経済論

地域金融論

都市経済論

医療経済論

データサイエンスの基礎

自然科学概論

社会科学特論

数学的思考力２

社会科学概論

人文科学概論

数学・読解の基礎

数学的思考力１

数学の基礎講座

観光学入門

ホスピタリティ論

観光資格演習

観光ビジネス英語１

観光ビジネス中国語

観光経済実務演習

航空産業論

宿泊産業論

観光ビジネス英語２

観光ビジネス韓国語

旅行産業論

観光政策論

倫理学概論

東洋史概論

哲学

心理学

外国史概論

法学概論

自然地理学概論

スポーツ科学

生涯学習論

教

職

課

程

地理学概論

地誌学

スポーツ科学実習

日本語読解１

日本語作文１

人権教育

日本史概論

ビジネス実務

経済英語演習

経済中国語演習

ビジネス英語演習

ビジネス中国語演習

ビジネス・マナー

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

・

キ

ャ

リ

ア

キャリア講座B

プレゼンテーション・論理

的思考

キャリア講座C

キャリア講座A

キャリア数学

インターンシップ

ビジネス日本語B

日本語文章

実務演習

ビジネス

日本語演習

ビジネス日本語A

文学

日本事情１

日本の社会と文化１

日本事情２

日本の社会と文化２

上

級

キ

ャ

リ

ア

コ

ス

公

務

員

コ

ス

観

光

ビ

ジ

ネ

ス

コ

ス

日

本

語

留

学

生

向

科

目

（
）

英語

海外

研修、

初修

外国

語海

外研

修



４年後期
（８セメ）

４年前期
（７セメ）

３年後期
（６セメ）

３年前期
（５セメ）

２年後期
（４セメ）

２年前期
（３セメ）

１年後期
（２セメ）

１年前期
（１セメ）

情報デザイン学部情報システム学科カリキュラムツリー（２０２５年度以降入学生用）

DP2 【問題発見】情報社会および情報産業にかかわる需要を見出し要約する力を身に付けている

DP5 【メディア技術力】メディア系の情報技術の基礎知識を身に付けている

DP4 【システム技術力】システム系の情報技術の基礎知識を身に付けている

DP1 【倫理観

】情報および

情報技術を取

り扱う者として

の倫理観を身

に付けている

総合教育科目 基礎科目フィールド教育科目 システム系系科目 メディア系科目 PBL科目 キャリア関連科目 卒業研究科目

文学, 哲学, 論理学, 社会思想史, 現

代の政治, 経済学, 近代史, 物質科

学, 宇宙科学, 現代数学入門, 時事

問題, 科学技術史, 日本事情2, 日本

の社会と文化2, 運動科学

地理学, 日本国憲法, 心理学, 環境科

学, 生命科学, 平和学, 文章表現演習, 

外国の社会と文化, 倫理学, 日本事

情1, 日本の社会と文化1, スポーツ科

学実習

英語（Listening&Speaking）1
英語（Reading&Writing）1
初修外国語入門1
日本語読解1

英語総合（上級）1

英語総合（上級）2

英語（Listening&Speaking）2
英語（Reading&Writing）2
初修外国語入門2
日本語読解2
日本語作文2

英語（Listening&Speaking）3
英語（Reading&Writing）3
TOEIC上級（Listening）1
TOEIC上級（Reading）1
初修外国語初級1
上級日本語読解1
上級日本語作文1

英語（Listening&Speaking）4
英語（Reading&Writing）4
TOEIC上級（Listening）2
TOEIC上級（Reading）2
初修外国語初級2
上級日本語読解2
上級日本語作文2 英

語
海
外
研
修

フィールドプラクティス

プログラミング1, デジタルコンテンツ演習

プログラミング2, ネットワークアプリケーション演習

プログラミング演習1, データサイエンスの応用1

プログラミング演習2, データサイエンスの応用2

情報システム応用演習

ネットワーク構築演習

情報デザインゼミナール

卒業研究

ライセンス支援1

情報と経営, ライセ

ンス支援2, キャリア

プランニング1

キャリアプランニン

グ2

表現技術

基礎数学および演習, 代数学1, 解析学1, 数学演習1

情報と数学, コンピュータの仕組み

色彩と構図

デザインと設計, 情報社会と倫理

力と運動

量子ネットワークと量子コンピューティング

オートマトンと形式言語, 情報機器

数値解析, 人工知能,
組込みシステム基礎

ソフトウェアデザイン

ハードウェアデザイン

ネットワーク構築演習 情報通信

光の性質, 3次元CAD
ヒューマンインタフェース

情報メディア特殊講義

音楽音響情報処理, Webプログラミング

画像処理, 匠の技と情報科学,
コンピュータグラフィックス

コンピュータシミュレーション

サービスサイエンス

デジタル信号処理

システム構築プロセスと要件定義

代数学2, 解析学2, 数学演習2

幾何学1, 確率論

幾何学2, 統計学

人権教育

生涯学習論

キャリアデザイン

感性ものづくり

データベース工学

情報システムの構築

応用組込みシステム

情報ネットワーク, オペレーティングシステム

DP3 【技術課題化】潜在的課題を含め現代社会にある課題を情報的側面で捉え情報技術課題として定式化する力を身に付けている

入門ゼミナール

データ表現

情報セキュリティ

データサイエンスの基礎

情報デザイン専門演習

知的財産権

情報システム特殊講義

感覚量の評価, データ可視化

情報システム基礎演習

情報メディア基礎演習

キャリアデベロップ

メント



DP３
一般教養
生活環境に対しての豊かな感性を身に
つけている。

DP５
表現力
社会や人とのコミュニケーション・ス
キル、プレゼンテーション能力を身に
つけている。

DP１　　
専門基礎知識
美・アメニティ・機能を備える持続可
能な環境・空間・ものを創出するデザ
イナーとしての基礎的な論理的思考能
力、多面的造形力、確かな技術力を身
につけている。

DP６
社会で通用する専門性
デザイナーとしての基礎力を多様な分
野に応用・展開することができる｡

DP２
専門基礎技術力
デザイン言語、CAD・CG、AI などを
含む情報リテラシーを習得している 。

DP4
社会での問題解決力
人を取り巻く環境や様々な災害からの
防災などに関わる課題発見・問題解決
能力を身につけている｡

１年前期
 (1 セメ）

１年後期
 (２セメ）

２年前期
 (３セメ）

２年後期
 (４セメ）

３年前期
 (５セメ）

３年後期
 (６セメ）

４年前期
 (７セメ）

４年後期
 (８セメ）

建築・環境デザイン学部建築・環境デザイン学科　カリキュラムツリー（2025 年度以降入学生用）

DP7
社会で通用する技術力
それぞれのコースに合致した社会に役
立つ資格を取得するための基礎的技術
を身につけている。

英語 L＆S１
英語 R＆W１

英語 L＆S２
英語 R＆W２

英語 L＆S３
英語 R＆W３
TOEIC 上級１

英語海外研修

英語 L＆S４
英語 R＆W４
TOEIC 上級２

英語総合（上級）１

英語総合（上級）２

初修外国語入門１

建築計画論

初修外国語入門２

初修外国語初級１

初修外国語初級２

テクニカルライティング
日本語解読１
日本語作文１

日本語解読２
日本語作文２

建築設備工学
建築環境工学
建築材料学
構造工学 2
生態学

建築設計製図法
デジタルプレゼンテーション論
CAD・CG論
建築・環境デザイン基礎演習 1

ものデザイン演習 3

プレ卒業研究

建築・環境デザイン及び計画演習

卒業研究（論文、制作を含む）

CAD・CG演習 2
物理学実験
データ分析入門
データサイエンスの応用 1

専門応用科目 専門演習科目専門基礎科目教養科目

建築デザイン演習 3 環境デザイン演習 3 空間デザイン演習 3 自然デザイン演習 3 都市デザイン演習 3

ものデザイン演習 2 建築デザイン演習 2 環境デザイン演習 2 空間デザイン演習 2 自然デザイン演習 2 都市デザイン演習 2

ものデザイン演習 1 建築デザイン演習 1 環境デザイン演習 1 空間デザイン演習 1 自然デザイン演習 1 都市デザイン演習 1道徳教育の理論と方法
人権教育

生涯学習論

上級日本語解読２
上級日本語作文２

上級日本語解読 1
上級日本語作文 1

日本美術史　インテリア計画論
日本建築史　環境計画論
住居計画論　社会調査の方法
まちづくり・観光とデザイン
ランドスケープの歴史と計画

アート論
環境心理学
西洋建築・都市史
都市計画
地域コミュニティ論

建築・環境デザイン基礎演習 2
建築・環境デザイン基礎演習 3
CAD・CG演習 1

インテリアデザイン論
建築構法
構造工学 1
環境のための分析化学
土質力学 1
プログラミング
測量学
交通システム工学

環境デザイン理論
都市環境デザイン論
建築デザイン論

ものデザイン論

日本国憲法
生命科学
平和学
外国の社会と文化

倫理学
日本事情 1
日本の社会と文化 1
教育心理学
スポーツ科学実習

初修外国語海外研修

初修外国語総合１

初修外国語総合２

生命と多様性の科学

廃棄物論
土質力学 2
気象災害と防災
シミュレーション

入門ゼミナール
くらしと環境のデザイン
テクノロジーとデザイン

生物学実験
化学実験
地学実験
データサイエンスの応用 2

生物学概論
化学概論
地学概論
物理学概論
基礎数学および演習

環境と化学
宇宙科学と人類
環境と物理学
基礎物理学および演習

宇宙科学
環境科学
現代数学入門

データサイエンスの基礎
科学技術史

文学
哲学
地理学
現代の政治
経済学
心理学

時事問題
日本事情 2
日本の社会と文化 2
教育原理
運動科学

生命と持続可能性の科学
水生生物学
緑化植物論

環境工学 2
建設施工学
地震工学

建設マネージメント
都市創造最前線
橋梁工学

キャリアデザイン 2

キャリアデザイン 1

地震災害と防災
土木計画学

環境工学 1
都市情報分析

植生学と自然

景観工学
人間環境学
建築論
構造工学 3
構造材料学
施工法
建築法規
水理学 1

構造計画論
水理学 2
原子力とエネルギー

代数学
解析学

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 15 1714 16

18 19 20 22 2421 23

25 26 27 29 3128 30

32 33 34 36 3835 37

39 40 41 43 4542 44



システム工学部システム工学科　カリキュラムツリー（２０２５年度以降入学生用）

４年後期
（８セメ）

４年前期
（７セメ）

３年後期
（６セメ）

３年前期
（５セメ）

２年後期
（４セメ）

２年前期
（３セメ）

１年後期
（２セメ）

１年前期
（１セメ）

DP4 専門知識を生かす人文・社会

科学の教養と自然科学の基礎を備え、自

身の専門分野と社会の関わりについて自

らの考えを有している。

DP2 専門分野ならびに専門分野に関連する他コースの基礎知識や技術について学び、人工

知能技術など情報技術と組み合わせて活用することができる。

DP3 それぞれの専門分野において豊かな創造力と実学的知識を有し、自ら積極的に問題の発見、課題の提起ができる。

自動車工学交通システム 鉄道工学 電気電子工学 情報電子工学機械デザイン機械システム

DP5 論理的思考力、プレゼ

ンテーション能力、コミュニケー

ション能力など技術者として必要

な能力を身につけている。

DP1 工学の基礎的な知識、機

械工学の体系的な知識、自動車や

鉄道などの交通機械分野の基礎知

識や技術、電気電子工学および情

報電子工学分野における幅広い知

識・技術などのいずれかを専門とし

て修め、その基礎や原理を体系的に

総合教育科目

（言語文化）

英語

初修外国語

日本語

総合教育科目

（教養教育）

人文科学

社会科学

自然科学

学際領域

人間教育

日本文化

（身体科学）

実践教育科目 専門基礎（システム工学） 専門応用（機械・交通分野） 専門総合科目総合教育科目（教養教育） 専門基礎（実習）総合教育科目（言語文化） 専門基礎（数学・物理・化学） 専門基礎（機械・交通分野） 専門応用（電気電子・情報分野）専門基礎（電気電子・情報分野）

技術者倫理

工業英語B

工業英語C

卒業研究

システム工学総合演習

システム工学ゼミナール

工業英語A

安全工学と工学倫理

産業財産権

電気電子工学特別講義

電波・通信事業法規

電力工学特別講義

電気設備工学特別講義

機械力学2機械工学実験 キャリアデザイン2

企業研究

実践特別科目制御工学3

制御工学2

計測とセンシング

ロボティクス

スマートハウス栽培

ロボット設計製作

人間-自動車システム論バイオメカニクス

応用数学2

非破壊検査2

先端複合材料

プロダクトデザイン

アナログ電子回路

電磁気学2

ディジタル回路

電気電子工学実験 電子情報工学実験

情報ネットワーク電気機器工学

半導体工学

電気応用工学

ディジタル信号処理

集積電子回路

AI・機械学習

情報メディア工学

光・電磁波工学

組込システム

情報通信機器

光エレクトロニクス

情報セキュリティパワーエレクトロニクス

自動車工学実習3

交通機械実験・実習

鉄道工学フィールドワーク

材料力学2

流体力学1

熱力学1

製図 テクニカルコミュニケーション1

キャリアプラニング

Python基礎演習

AI入門

ビッグデータ解析

医工学概論

機械要素

工業数学1

化学2

基礎工業数学

幾何学1

解析学3

代数学3

確率と統計

機械製作法1

電気回路2

電子デバイス

電気工学

基礎電磁気学2

電気電子計測電気電子情報基礎演習2

自動車工学実習1

鉄道設計

工業力学1製図入門 コンピュータリテラシー

システム工学リテラシー

テクニカルライティング１

入門ゼミナール

データサイエンスの基礎 工学のための物理入門

基礎物理学

物理学1

工学のための数学入門

基礎数学

解析学1

代数学1

数学演習1

回路の基礎

電気電子情報創造演習

交通機械基礎実習

基礎鉄道工学

伝熱工学

カーボンフリーエネルギー学

航空宇宙工学

福祉工学概論

先端構造デザインと防災

トライボロジー

非破壊検査1

材料強度学

情報理論

送配電工学

データベース工学

AIプログラミング

電気電子材料

交通原動機学2

金属凝固学

自動車運動制御論

自動車技術論

鉄道保守

交通機械論

交通ダイナミカルシステム論

船舶工学

自動車運動力学

ビークルエネルギー工学

自動車整備工学

交通システム工学

車体設計論

交通機械空気力学

交通環境工学

鉄道設備

次世代鉄道技術

工業力学2

材料力学1 テクニカルライティング２

IoTセンシング概論

C言語演習

宇宙開発入門ゼミナール

生体力学

物理学2

化学1

化学1演習

解析学2

代数学2

数学演習2

機械材料工学

基礎電磁気学1

電気回路1

計算機工学概論

電気と数学

電気電子情報基礎演習1

自動二輪工学

自動車構造論

機械設計製作入門

情報と数学

流体力学2

熱力学2

機械力学1

機械設計製作実習

テクニカルコミュニケーション2

キャリアデザイン1Python応用演習

制御工学1

電気・電子工学

アルゴリズムとデータ構造

カーエレクトロニクス

再生医工学

機構学

工業数学2幾何学2

応用数学1

機械製作法2

線形回路論

電磁気学1

論理回路

基礎電子回路

電気電子情報工学基礎実験

情報通信工学

電子物性論

発変電工学

自動車工学実習2

交通原動機学1交通機械流れ学

デジタル機械設計製作

交通原動機学1

策定日：平成○○年○月○日



大学等名 大阪産業大学

教育プログラム名 教養としての数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和 7 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 変更届用




